
　

夏
が
来
た
！
〝
線
状
降
水
帯
〞
と

い
う
近
年
、
よ
く
耳
に
す
る
異
常
気

象
を
乗
り
越
え
て 

ー
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
九
波
や
エ

ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
に
よ
る
台
風
の
大

型
化
の
心
配
も
あ
る
中
、
ス
ポ
ー
ツ

界
の
心
が
踊
ら
さ
れ
る
夢
の
あ
る
話

題
は
救
い
で
す
。

　

野
球
の
大
谷
翔
平
選
手（
29
）は
、

米
大
リ
ー
グ
で
も
投
げ
て
打
っ
て
の

二
刀
流
を
貫
き
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
も

狙
え
る
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
大
活

躍
で
す
。
三
笘
薫
選
手（
26
）が
英
国

プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
で
得
点
を
重
ね
て

喝
采
を
浴
び
て
い
ま
す
。
世
界
が
超

一
流
と
認
め
る
二
人
に
は
共
通
点
が

あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
爽
や
か
な

人
柄
、
思
慮
深
さ
、
克
己
心
な
ど
。

　

二
人
に
続
く
ホ
ー
プ
も
多
く
、
日

本
人
の
評
価
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

誇
り
を
胸
に
秘
め
、
猛
暑
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
！

　
　
野
村
良
太
・
農
林
水
産
部
長

　

基
本
法
の
見
直
し
指
針
で
は
、
急
激
な

人
口
減
少
に
よ
っ
て
担
い
手
を
確
保
す
る

こ
と
が
極
め
て
困
難
と
な
る
中
で
生
産
水

準
を
維
持
、
発
展
さ
せ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
維
持
す
る
た
め
の
方
策
を
確
立

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
い
は
引
き
続
き
地
域
政
策

の
柱
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
、
農
地
保
全

の
た
め
の
地
域
ぐ
る
み
の
話
し
合
い
、
基

盤
整
備
等
に
よ
る
持
続
的
な
土
地
利
用
、

企
業
と
の
連
携
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
な

ど
を
推
進
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
現
行
の
基

本
法
で
は
具
体
的
な
規
定
は
な
か
っ
た
が
、

今
回
の
見
直
し
に
よ
り
新
た
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
維
持
に
必
要
不
可
欠
の
取
組
み

で
あ
る
農
村
型
地
域
運
営
組
織
、
鳥
獣
被

害
対
策
、
農
福
連
携
が
新
た
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
　

米
依
存
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
取
組

み
へ
の
農
業
者
の
理
解
や
生
産
状
況
は
。

　
　
野
村
・
農
林
水
産
部
長

　

水
田
園
芸
の
取
組
み
当
初
は
導
入
に

否
定
的
な
意
見
等
も
多
く
あ
っ
た
が
、徐
々

に
取
組
み
の
必
要
性
が
理
解
さ
れ
、
生
産

者
数
は
取
組
み
開
始
前
の
平
成
30
年
度

の
１
６
２
経
営
体
か
ら
令
和
４
年
度
に
は

３
７
４
経
営
体
へ
、
ま
た
栽
培
面
積
も

同
じ
く
平
成
30
年
度
の
95 

ha
か
ら
令
和

４
年
度
に
は
２
３
２ 

ha
へ
と
倍
増
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
米
の
経
営
の
柱
と
し
て
い
る
集

落
営
農
法
人
の
３
割
で
水
田
園
芸
作
物
が

導
入
さ
れ
る
な
ど
、
取
組
み
が
拡
大
し
て

い
る
。

　
　
特
定
品
目
６
品
目
の
生
産
推
移
や
１

品
目
３
，０
０
０
万
円
の
団
地
化
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
現
状
は
。

　
　
野
村
・
農
林
水
産
部
長

　

特
定
６
品
目
の
生
産
推
移
は
キ
ャ
ベ
ツ

で
平
成
30
年
度
か
ら
45 

ha
の
増
、
タ
マ
ネ

　
　
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直

し
の
中
で
中
山
間
地
域
農
業
に
対
す
る
位

置
づ
け
が
な
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

ギ
は
34 

ha
の
増
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
３
ha

の
増
、
白
ネ
ギ
は
15 

ha
の
増
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
は
４
ha
の
増
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
２
ha

の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

水
田
園
芸
の
推
進
は
、
生
産
か
ら
販

売
ま
で
を
共
同
で
行
う
拠
点
産
地
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
販
売
額
３
，０

０
０
万
円
以
上
を
目
安
に
、
県
内
に
70
の

産
地
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
に
取
組
み
を

進
め
て
い
る
。
現
在
、
目
標
と
し
て
い
る

70
の
う
ち
半
数
の
地
域
で
産
地
化
に
向
け

た
具
体
的
な
取
組
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、

水
田
園
芸
品
目
の
導
入
と
と
も
に
機
械
の

共
同
利
用
や
共
同
作
業
な
ど
が
実
施
、
計

画
さ
れ
て
い
る
。

　
　
花
卉
生
産
の
指
導
体
制
と
生
産
農
家

の
指
導
者
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
は
。

　
　
野
村
・
農
林
水
産
部
長

　

指
導
体
制
は
生
産
者
、
流
通
業
者
等
で

構
成
す
る
島
根
の
花
振
興
協
議
会
を
中
心

と
し
て
、
生
産
者
自
ら
が
新
た
に
導
入
す

る
品
種
の
試
作
や
研
究
を
行
い
、
そ
の
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
で
栽
培
技
術
の
向
上

や
有
利
販
売
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
生
産
者

が
主
体
と
な
っ
た
技
術
取
得
や
販
売
拡
大

の
取
組
み
を
進
め
て
お
ら
れ
る
。

　

ま
た
新
規
就
農
者
や
認
定
農
業
者
に
つ

い
て
は
、
各
地
域
の
農
業
普
及
員
が
栽
培

技
術
の
指
導
や
資
金
、
農
地
確
保
等
、
総

合
的
な
視
点
か
ら
生
産
者
へ
の
伴
走
支
援

を
行
っ
て

い
る
。

　

生
産
農

家
を
指
導

者
と
し
て

活
用
す
る

こ
と
に
に

つ
い
て
は
、

新
規
就
農

希
望
者
へ

の
生
産
指

導
者
と
し

て
研
修
の

受
入
先
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
県
の
普
及
組
織

と
し
て
も
生
産
農
家
と
の
仲
介
を
行
う
な

ど
の
対
応
を
行
う
。

　
　
女
性
就
農
の
積
極
的
な
支
援
と
定
住

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
丸
山
達
也
・
知
事

　

女
性
の
方
々
が
農
業
に
参
画
さ
れ
る
こ

と
は
、
農
業
に
消
費
者
目
線
も
含
め
て
多

様
な
価
値
観
や
新
し
い
視
点
、
創
意
工
夫

を
も
た
ら
し
、
定
住
人
口
の
拡
大
や
農
業
、

農
村
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
で
あ
り
、
県
と
し
て
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
更
衣
室
や
ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
、

女
性
が
快
適
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
県
単
独
の
補

助
事
業
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
を
検
討
し

た
い
。

　
　
高
齢
単
身
世
帯
の
現
状
と
推
移
に
つ

い
て
は
。

　
　
安
食
治
外
・
健
康
福
祉
部
長

　

令
和
２
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
県
内
の
高

齢
単
身
世
帯
数
は
約
３
万
５
，０
０
０
世
帯

で
あ
り
、
全
世
帯
に
占
め
る
割
合
は 

１３
・

２
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
10
年
前

の
平
成
22
年
と
比
べ
約
８
，０
０
０
世
帯
、

２
・
７
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
全
世

帯
に
占
め
る
高
齢
単
身
世
帯
の
割
合
が
県

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
市
町
村
は
15
市
町

村
あ
り
、
松
江
市
、
安
来
市
、
出
雲
市
、

雲
南
市
以
外
の
市
町
村
で
す
。

そ
の
う
ち
高
齢
単
身
世
帯
の
割
合
が
20
％

を
超
え
る
市
町
村
の
数
は
、
10
年
前
の
平

成
22
年
と
比
べ
５
市
町
村
増
加
し
７
市
町

村
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
豪
雪
地
帯
へ
の
国
の
支
援
制
度
の
内

容
と
対
象
地
域
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
藤
井
洋
一
・
地
域
振
興
部
長

　

豪
雪
地
帯
安
全
確
保
緊
急
対
策
交
付
金

令
和
五
年
六
月
定
例
会

① 

農
業
振
興
に
つ
い
て

② 

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

高
橋
ま
さ
ひ
こ 

一
般
質
問

(

六
月
十
ニ
日
〜
七
月
六
日)

制
度
は
、
除
雪
時
の
負
傷
事
故
が
高
齢
者

を
中
心
に
急
増
し
て
い
る
豪
雪
地
帯
に
お

い
て
、
民
地
の
除
雪
作
業
時
の
事
故
を
防

止
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
取
組
み
を
対

象
と
し
て
お
り
、
市
町
村
が
地
域
の
現
状

や
将
来
構
想
な
ど
を
記
載
し
た
方
針
を
策

定
す
る
た
め
の
支
援
や
、そ
の
方
針
に
沿
っ

て
行
わ
れ
る
取
組
み
を
対
象
に
、
地
域
の

除
雪
体
制
の
整
備
や
高
齢
者
世
帯
等
へ
の

除
雪
経
費
の
助
成
、
安
全
な
除
雪
作
業
の

啓
発
な
ど
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
支
援
す

る
制
度
で
、
対
象
地
域
と
し
て
、
県
内
で

は
奥
出
雲
町
、
飯
南
町
、
邑
南
町
の
全
域
、

益
田
市
の
旧
匹
見
町
、
安
来
市
の
旧
広
瀬

町
と
伯
太
町
、
雲
南
市
の
旧
吉
田
村
と
掛

合
町
、
浜
田
市
の
旧
金
城
町
と
旭
町
、
美

郷
町
の
旧
大
和
村
の
４
市
４
町
が
対
象
地

域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の
モ
デ
ル
地
区

で
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
冬
季
一
時
居

住
施
設
の
取
組
み
内
容
と
県
内
の
状
況
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
藤
井
・
地
域
振
興
部
長

　

冬
季
一
時
居
住
に
つ
い
て
は
、
安
来
市

の
比
田
、
東
比
田
地
区
に
お
い
て
実
施
に

向
け
た
取
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
本
年

度
、
安
来
市
所
有
の
宿
泊
温
泉
施
設
で
あ

る
湯
田
山
荘
を
冬
季
一
時
居
住
施
設
と
し

て
も
活
用
す
る
た
め
に
改
修
し
、
来
年
度

か
ら
の
運
用
開
始
に
向
け
て
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
県
内
で
は
、
飯

南
町
の
来
島
地
区
で
町
が
診
療
所
の
旧
病

棟
を
改
修
し
、高
齢
者
冬
季
宿
泊
セ
ン
タ
ー

と
し
て
利
用
し
て
い
る
事
例
、
奥
出
雲
町

の
横
田
地
区
で
は
町
が
空
き
家
を
取
得
後
、

改
修
し
、
高
齢
者
生
活
ホ
ー
ム
と
し
て
利

用
し
て
い
る
事
例
な
ど
が
あ
る
。

　

県
は
、
今
年
度
、
市
町
村
の
協
力
を
得

て
実
施
す
る
地
域
実
態
調
査
に
お
い
て
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
、
市
町
村

の
意
見
も
踏
ま
え
て
、
次
期
中
山
間
地
域

活
性
化
計
画
の
策
定
を
進
め
る
中
で
必
要

な
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

問問

問問問問

①
農
業
振
興
に
つ
い
て

② 

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

答答答答答答

問問答答

問問問問 答答答答問問答答
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議
員
三
期
目
を
迎
え
、

し
ま
ね
創
生
の
た
め
、
中

山
間
地
域
の
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
を
信
条
に
、
引
き

続
き
初
心
を
忘
れ
ず
議
員

活
動
を
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
。
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

苦
し
め
ら
れ
た
三
年
間
。

五
月
八
日
か
ら
五
分
類
に

な
り
、
少
し
ず
つ
通
常
生

活
に
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

特
に
地
域
に
と
っ
て
最
も

大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
の
復
活
は
、

山
積
す
る
中
山
間
地
域
の

課
題
を
共
有
化
し
、
皆
で

解
決
し
て
い
く
大
前
提
で

し
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
対
策

を
し
た
上
で
活
発
な
活
動

が
進
む
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
定
住
対
策
、
少
子
高

齢
化
、
高
齢
者
福
祉
、
子

育
て
な
ど
従
来
の
課
題
に

加
え
、
早
急
な
地
域
経
済

の
回
復
、
物
価
高
騰
対
策
、

大
東
高
校
問
題
な
ど
早
急

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。「
一
人
は
万
人

の
た
め
、
万
人
は
一
人
の

た
め
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
県

政
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　
　
野
村
良
太
・
農
林
水
産
部
長

　

基
本
法
の
見
直
し
指
針
で
は
、
急
激
な

人
口
減
少
に
よ
っ
て
担
い
手
を
確
保
す
る

こ
と
が
極
め
て
困
難
と
な
る
中
で
生
産
水

準
を
維
持
、
発
展
さ
せ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
維
持
す
る
た
め
の
方
策
を
確
立

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
い
は
引
き
続
き
地
域
政
策

の
柱
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
、
農
地
保
全

の
た
め
の
地
域
ぐ
る
み
の
話
し
合
い
、
基

盤
整
備
等
に
よ
る
持
続
的
な
土
地
利
用
、

企
業
と
の
連
携
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
な

ど
を
推
進
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
現
行
の
基

本
法
で
は
具
体
的
な
規
定
は
な
か
っ
た
が
、

今
回
の
見
直
し
に
よ
り
新
た
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
維
持
に
必
要
不
可
欠
の
取
組
み

で
あ
る
農
村
型
地
域
運
営
組
織
、
鳥
獣
被

害
対
策
、
農
福
連
携
が
新
た
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
　

米
依
存
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
取
組

み
へ
の
農
業
者
の
理
解
や
生
産
状
況
は
。

　
　
野
村
・
農
林
水
産
部
長

　

水
田
園
芸
の
取
組
み
当
初
は
導
入
に

否
定
的
な
意
見
等
も
多
く
あ
っ
た
が
、徐
々

に
取
組
み
の
必
要
性
が
理
解
さ
れ
、
生
産

者
数
は
取
組
み
開
始
前
の
平
成
30
年
度

の
１
６
２
経
営
体
か
ら
令
和
４
年
度
に
は

３
７
４
経
営
体
へ
、
ま
た
栽
培
面
積
も

同
じ
く
平
成
30
年
度
の
95 

ha
か
ら
令
和

４
年
度
に
は
２
３
２ 

ha
へ
と
倍
増
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
米
の
経
営
の
柱
と
し
て
い
る
集

落
営
農
法
人
の
３
割
で
水
田
園
芸
作
物
が

導
入
さ
れ
る
な
ど
、
取
組
み
が
拡
大
し
て

い
る
。

　
　
特
定
品
目
６
品
目
の
生
産
推
移
や
１

品
目
３
，０
０
０
万
円
の
団
地
化
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
現
状
は
。

　
　
野
村
・
農
林
水
産
部
長

　

特
定
６
品
目
の
生
産
推
移
は
キ
ャ
ベ
ツ

で
平
成
30
年
度
か
ら
45 

ha
の
増
、
タ
マ
ネ

　
　
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直

し
の
中
で
中
山
間
地
域
農
業
に
対
す
る
位

置
づ
け
が
な
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

ギ
は
34 

ha
の
増
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
３
ha

の
増
、
白
ネ
ギ
は
15 

ha
の
増
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
は
４
ha
の
増
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
２
ha

の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

水
田
園
芸
の
推
進
は
、
生
産
か
ら
販

売
ま
で
を
共
同
で
行
う
拠
点
産
地
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
販
売
額
３
，０

０
０
万
円
以
上
を
目
安
に
、
県
内
に
70
の

産
地
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
に
取
組
み
を

進
め
て
い
る
。
現
在
、
目
標
と
し
て
い
る

70
の
う
ち
半
数
の
地
域
で
産
地
化
に
向
け

た
具
体
的
な
取
組
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、

水
田
園
芸
品
目
の
導
入
と
と
も
に
機
械
の

共
同
利
用
や
共
同
作
業
な
ど
が
実
施
、
計

画
さ
れ
て
い
る
。

　
　
花
卉
生
産
の
指
導
体
制
と
生
産
農
家

の
指
導
者
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
は
。

　
　
野
村
・
農
林
水
産
部
長

　

指
導
体
制
は
生
産
者
、
流
通
業
者
等
で

構
成
す
る
島
根
の
花
振
興
協
議
会
を
中
心

と
し
て
、
生
産
者
自
ら
が
新
た
に
導
入
す

る
品
種
の
試
作
や
研
究
を
行
い
、
そ
の
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
で
栽
培
技
術
の
向
上

や
有
利
販
売
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
生
産
者

が
主
体
と
な
っ
た
技
術
取
得
や
販
売
拡
大

の
取
組
み
を
進
め
て
お
ら
れ
る
。

　

ま
た
新
規
就
農
者
や
認
定
農
業
者
に
つ

い
て
は
、
各
地
域
の
農
業
普
及
員
が
栽
培

技
術
の
指
導
や
資
金
、
農
地
確
保
等
、
総

合
的
な
視
点
か
ら
生
産
者
へ
の
伴
走
支
援

を
行
っ
て

い
る
。

　

生
産
農

家
を
指
導

者
と
し
て

活
用
す
る

こ
と
に
に

つ
い
て
は
、

新
規
就
農

希
望
者
へ

の
生
産
指

導
者
と
し

て
研
修
の

受
入
先
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
県
の
普
及
組
織

と
し
て
も
生
産
農
家
と
の
仲
介
を
行
う
な

ど
の
対
応
を
行
う
。

　
　
女
性
就
農
の
積
極
的
な
支
援
と
定
住

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
丸
山
達
也
・
知
事

　

女
性
の
方
々
が
農
業
に
参
画
さ
れ
る
こ

と
は
、
農
業
に
消
費
者
目
線
も
含
め
て
多

様
な
価
値
観
や
新
し
い
視
点
、
創
意
工
夫

を
も
た
ら
し
、
定
住
人
口
の
拡
大
や
農
業
、

農
村
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
で
あ
り
、
県
と
し
て
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
更
衣
室
や
ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
、

女
性
が
快
適
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
県
単
独
の
補

助
事
業
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
を
検
討
し

た
い
。

　
　
高
齢
単
身
世
帯
の
現
状
と
推
移
に
つ

い
て
は
。

　
　
安
食
治
外
・
健
康
福
祉
部
長

　

令
和
２
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
県
内
の
高

齢
単
身
世
帯
数
は
約
３
万
５
，０
０
０
世
帯

で
あ
り
、
全
世
帯
に
占
め
る
割
合
は 

１３
・

２
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
10
年
前

の
平
成
22
年
と
比
べ
約
８
，０
０
０
世
帯
、

２
・
７
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
全
世

帯
に
占
め
る
高
齢
単
身
世
帯
の
割
合
が
県

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
市
町
村
は
15
市
町

村
あ
り
、
松
江
市
、
安
来
市
、
出
雲
市
、

雲
南
市
以
外
の
市
町
村
で
す
。

そ
の
う
ち
高
齢
単
身
世
帯
の
割
合
が
20
％

を
超
え
る
市
町
村
の
数
は
、
10
年
前
の
平

成
22
年
と
比
べ
５
市
町
村
増
加
し
７
市
町

村
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
豪
雪
地
帯
へ
の
国
の
支
援
制
度
の
内

容
と
対
象
地
域
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
藤
井
洋
一
・
地
域
振
興
部
長

　

豪
雪
地
帯
安
全
確
保
緊
急
対
策
交
付
金

制
度
は
、
除
雪
時
の
負
傷
事
故
が
高
齢
者

を
中
心
に
急
増
し
て
い
る
豪
雪
地
帯
に
お

い
て
、
民
地
の
除
雪
作
業
時
の
事
故
を
防

止
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
取
組
み
を
対

象
と
し
て
お
り
、
市
町
村
が
地
域
の
現
状

や
将
来
構
想
な
ど
を
記
載
し
た
方
針
を
策

定
す
る
た
め
の
支
援
や
、そ
の
方
針
に
沿
っ

て
行
わ
れ
る
取
組
み
を
対
象
に
、
地
域
の

除
雪
体
制
の
整
備
や
高
齢
者
世
帯
等
へ
の

除
雪
経
費
の
助
成
、
安
全
な
除
雪
作
業
の

啓
発
な
ど
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
支
援
す

る
制
度
で
、
対
象
地
域
と
し
て
、
県
内
で

は
奥
出
雲
町
、
飯
南
町
、
邑
南
町
の
全
域
、

益
田
市
の
旧
匹
見
町
、
安
来
市
の
旧
広
瀬

町
と
伯
太
町
、
雲
南
市
の
旧
吉
田
村
と
掛

合
町
、
浜
田
市
の
旧
金
城
町
と
旭
町
、
美

郷
町
の
旧
大
和
村
の
４
市
４
町
が
対
象
地

域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の
モ
デ
ル
地
区

で
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
冬
季
一
時
居

住
施
設
の
取
組
み
内
容
と
県
内
の
状
況
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
藤
井
・
地
域
振
興
部
長

　

冬
季
一
時
居
住
に
つ
い
て
は
、
安
来
市

の
比
田
、
東
比
田
地
区
に
お
い
て
実
施
に

向
け
た
取
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
本
年

度
、
安
来
市
所
有
の
宿
泊
温
泉
施
設
で
あ

る
湯
田
山
荘
を
冬
季
一
時
居
住
施
設
と
し

て
も
活
用
す
る
た
め
に
改
修
し
、
来
年
度

か
ら
の
運
用
開
始
に
向
け
て
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
県
内
で
は
、
飯

南
町
の
来
島
地
区
で
町
が
診
療
所
の
旧
病

棟
を
改
修
し
、高
齢
者
冬
季
宿
泊
セ
ン
タ
ー

と
し
て
利
用
し
て
い
る
事
例
、
奥
出
雲
町

の
横
田
地
区
で
は
町
が
空
き
家
を
取
得
後
、

改
修
し
、
高
齢
者
生
活
ホ
ー
ム
と
し
て
利

用
し
て
い
る
事
例
な
ど
が
あ
る
。

　

県
は
、
今
年
度
、
市
町
村
の
協
力
を
得

て
実
施
す
る
地
域
実
態
調
査
に
お
い
て
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
、
市
町
村

の
意
見
も
踏
ま
え
て
、
次
期
中
山
間
地
域

活
性
化
計
画
の
策
定
を
進
め
る
中
で
必
要

な
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

問問答答

１、エネルギー価格・物価高騰対策として、総額48億円を計上する。

令和５年度６月補正予算

エネルギー価格・物価高騰対策　　　４，０２４百万円

① ＬＰガス消費者への支援
　・国が直接行う都市ガス等の価格高騰対策に含まれていない
　　ＬＰガスの消費者に対し、利用料金の一部を支援
② 特別高圧電力利用者への支援
　・特別高圧契約で電力を利用している中小企業に対し、電気料金
　　の一部を支援
③ 農林水産業への支援
　・酪農経営の維持を図るため、酪農家による
　　乳質・乳量の改善に必要な取組を支援
　・農業水利施設や種苗生産施設における電気
　　料金高騰等に対する支援を実施
　・林業及び水産業における省エネルギー機器
　　等の導入を支援する予算を増額
④ 公共交通事業者への支援
　・県民生活を支えるため事業継続が求められる県内の公共交通
　　事業者に対し、燃料費の一部を支援
⑤ 医療機関・社会福祉施設等への支援
　・医療機関、介護施設、障がい福祉サービス施設、
　　保育施設、公衆浴場等に対して応援金を支給
　・高齢者施設及び障がい者施設等における、エネ
　　ルギーコスト削減効果の高い設備投資等を支援
　・障がい者就労継続支援事業所が行う工賃・賃
　　金の向上を図るための設備投資等を支援
　・困難を抱える子どもたちが安心して過ごせるよう、
　　「子ども食堂」の運営経費を支援
⑥ 学校への支援
　・県立学校における学校給食費等を支援
⑦ その他
　・公の施設における光熱費上昇を踏まえ、指定管理料を増額

１，１０５百万円

４４０百万円

３３０百万円

１００百万円

９０百万円

１４０百万円
５７百万円

１，８３４百万円

１，６４４百万円

９７百万円

66百万円

２７百万円
１１百万円

２３４百万円

LPガス消費者からの申請に対し
給付金を支給

左記のうち、使用料が２５㎥／月
を超える消費者
使用量２５㎥／月の超過分に対して加算
①１～８月分（月あたり）
　２０円／㎥×（使用料ー25㎥）
　上限１２０万円／月
②９月分（月あたり）　
　１０円／㎥×（使用料ー25㎥）
　上限６０万円／月

LPガス販売事業者が消費
者の利用料金から値引き

LPガス販売事業者と契約
中の全消費者　

4,250円／件
（500円／月×8.5ヶ月分）

R5年1月～9月の9か月分（9月分の支援金額は1／2）
※国の「電気・ガス価格激変緩和対策事業」と同様
一般社団法人島根県LPガス協会
定額支援（値引き）が適用されない消費者に対しては、申請
に対する給付金により対応

支援方法

支援対象

支援金額

対象期間

事業実施主体

特記事項

区 分 定額支援 従量支援

LPガス価格高騰緊急対策事業（1,104,600千円）の詳細

新型コロナウイルス感染症対策   　　　  431百万円
①介護サービス継続支援事業
・新型コロナウイルスの感染が発生した事業所等への応援職員の
　派遣や追加経費等を支援する予算を増額

その他
①教員の負担軽減・確保のための緊急対策
・深刻な教員不足に対応するため、教員の負担軽減と確保のため
　の取組を強化
②特別支援学校校舎等整備事業
・浜田養護学校の教室不足や校舎の老朽化・狭隘化の解消に向け
　た施設規模等の検討を実施
③県内航空路線維持事業
・コロナ禍からの需要回復が遅れている航空路線の利用を促進

２６百万円

２１百万円

１２百万円

２、特典付き飲食券を追加発行するため、総額６千６百万円を計上する。

公式サイト YouTube

Facebook

県
議
会
の
動
向
、
詳
し
い
活
動
状
況

に
興
味
あ
る
方
は
ア
ク
セ
ス
を
！

あ
と
が
き
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高橋まさひこ事務所

https: //m-takahashi.jp

info@m-takahashi.jp

〒699-1251 島根県雲南市大東町大東１888
TEL.0854-43-8057　FAX.0854-43-6479

地
域
を

安
心
・
安
全
に
！
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域
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安
心
・
安
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！


